
外国語科　第２学年　　本時の指導計画例（参考資料）
	単元名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	Unit１ A Trip to Singapore
	これまでに学習したことを生かして，即興でＡＬＴに日本の観光名所の紹介やおすすめの旅行プランを伝えることができる。
	（　１２　/　１２　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	〇パフォーマンステストの流れを説明する。
テストで使う課題カード例を１枚拡大し，想定される問いを複数確認する。
	・抜き出しでのパフォーマンステストを初めて
行う場合，座席や順番，教室での過ごし方等
を事前に説明すると，全員が安心してテスト
に臨むことができる。
・評価の基準を確認し，各自の目標設定と振り返
りに生かす。
	【知】 be going toや助動詞willを用いた文，SVOO,SVOCの理解を基に，自分の予定や，観光名所の紹介を伝える技能を身に付けている。
【思】書かれた文章の概要を捉えながら，予定や自分の考えを簡単な語句や文を用いて伝えている。
【態】書かれた文章の概要を捉えながら，予定や自分の考えを簡単な語句や文を用いて伝えようとしている。
	

	展
開
	〇パフォーマンステストを受ける。
パフォーマンステストを受ける生徒以外は，教室内で
単元テストに取り組む。
	[bookmark: _GoBack]・別室でのパフォーマンステストでは，課題カードを複数枚用意し，生徒にカードの山から１枚を引かせて始める。
	
	④ＡＬＴとのパフォーマンステストの中で，生徒に日本の観光地について即興で紹介させる。

	ま
と
め
	〇振り返りシートを記入する。
	・感想を記述させるとともに，自分で話した内
容をできるだけ思い出させて記述させる。
	
	


※　パフォーマンステストのやり取り例については次ページに示す。
A「Tokyo」のカードを引いた生徒とＡＬＴのパフォーマンステストのやり取り例
A　Tokyo
8/10 arrive at Tokyo station
8/11 visit Tokyo tower
[image: ]
8/12 watch a baseball game at Tokyo Dome

ALT： Hello, how are you? 　
S 　： Good, thank you, and you?
ALT： Good, thanks. Today, you’re going to tell me an example of the trip in 　　
Japan, right?
S 　： Yes.   
ALT： Thank you! Now, please take one card from here. Read it silently.　　
333m

－課題カードから1枚を生徒が選び，20秒間確認する －　

ALT ： Are you ready?    
S　　： Ah…OK.   
ALT ： Where are we going to go during summer vacation?   
S 　 ： We’re going to go to Tokyo.   
ALT ： Tokyo. Nice. Tell me your plan more.
S　　： On August 10th, we’re going to visit Tokyo tower. On August 11th, we will watch a baseball game at Tokyo Dome.   
ALT ： Wow. How tall is Tokyo tower? 　　

－上記のようなやり取りを継続する －パフォーマンステストでの質問
①Where are we going to go during summer vacation?  
②What are we going to do during the trip? 
③How tall is this?　/ What do you call this?
④What can we see from this?  / What else will we do?
⑤The last question is about you. Do you want to trip abroad in the future?


  
ALT：　Thank you. That’s all, Ms./Mr. ○○. 
S :　：　Thank you.




ルーブリック
	
	観点
	B（できた）
	A（よくできた）
	C（もう少し）

	質問に答える
	知識・技能
話すこと［やり取り］
	四つの質問に対してほぼ適切に応答することができている。
	四つの質問に対してすべて適切に応答することができている。
	質問に対して不自然な応答があった，もしくは単語で応答している

	自分の意見を伝える
	思考・判断・表現
話すこと［やり取り］
	不安な単語があったが，英語で述べることができている。
	適切に述べることができている。
	単語のみで伝えている，もしくは意見を話せていない。

	流暢さ
	思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度
	考えた部分もあったが，スムーズに話し，速度やポーズが適切。
	沈黙がなく，スムーズに話している。
速度やポーズが適切。
	沈黙が多く，
話すスピードが遅い。



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。
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